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大谷大学 新型コロナウイルス感染予防ガイドライン 

 
本学における対面授業実施に際しての感染予防対策は、下記のとおりです。 
内容は、今後の感染拡大状況や社会情勢の変化によって改訂する場合があります。 

 
記 

 
１．基本事項 

・毎日検温による体調確認を行い、通学当日発熱がある場合、あるいは、倦怠感、無味無臭、

咳、息苦しさなどの症状があり体調がすぐれない場合は、通学を見合わせてください。こ
れらの症状により授業を欠席する際は、OTANI UNIPA のクラスプロファイル「Q&A」
を通じて、授業担当教員へ連絡してください。 

・入構時は必ずマスクを着用し、正門・北門や各建物入り口に設置している非接触自動温度
測定器で検温し発熱がないことを確認、また、アルコール消毒液で手指消毒を行ったうえ
で入構してください。 

・入構時は必ず学生証を携帯し、正門・北門・体育館・4 号館に設置した IC リーダーで入
退構情報を記録させてください。また、各自構内での滞在場所を記録（記憶）しておいて
ください。 

・大学構内では、身体的距離を確保して密集・密接を避けてください。 
・日常生活においても 3 密の回避を心掛け、新型コロナウイルス感染症対策専門家会議で
提言された「新しい生活様式」を積極的に実践し、基本的な感染予防を徹底してください。 

 ＊参考：「新しい生活様式」の実践例（https://www.mhlw.go.jp/content/000641913.pdf） 
・新型コロナウイルスに罹患、あるいは保健所から濃厚接触者と特定された場合、指導教員

及び学生支援課（075-411-8119）まで連絡してください。 
 
２．授業・試験 

（1）－１．対面授業 

・教室への入室にあたっては、石鹸による手洗い、もしくは各建物に設置したアルコール消
毒液で、必ず手指を消毒したうえで入室してください。 

・授業中を含め学内での滞在時は、マスクを着用してください。また、授業内容によっては、
フェイスシールドの着用をお願いすることがあります（その場合はフェイスシールドを
配付します）。 

・教室内では、ソーシャルディスタンスを確保するため、着席不可の掲示がなされた席は、

絶対に使用しないでください（ソーシャルディスタンスを確保するため、教室定員はレイ

https://www.mhlw.go.jp/content/000641913.pdf


アウトに応じて従来の定員の 5 割（前後左右１席（100cm 程度）をあけて）としていま
す）。 

・授業で使用する資料・レジュメの配付、課題提出等については、受渡しの際の密集・密接

をなるべく避けるため、できる限り OTANI UNIPA クラスプロファイルの「授業資料」・「課

題管理」等の授業支援ツールを活用してください。 
・授業終了後は、各教室に設置する消毒セットにて、使用した机・椅子を各自で消毒したう

えで退室してください。 
・体育館（更衣室を含む）、実習室（音楽関係施設、図工室、理科室）の利用にあたっては、
各施設の利用ガイドラインに沿った利用をしてください。 

・実習・フィールドワークは、行先の感染状況に鑑み個別に実施可否を判断します。 
・グループでの宿泊を伴うゼミ合宿等は、当面の間中止とします。 
・慶聞館、1 号館、4 号館、5 号館、響流館、博綜館 H001 教室は、全熱交換器による機械
換気を行っており、およそ 10 分～30分に 1 度の換気をしています。 

・上記以外の教室（2 号館、尋源館、体育館、博綜館Ｈ001以外）は、窓の開放や換気扇等
で常時換気、それが困難な場合は授業内に 3 回以上（30 分に 1 回以上、数分間程度）換
気を行ってください。 

・教室の教卓に遮蔽板を設置しています。 
・教室は 1 日に 2 回（朝・昼休み）消毒処理を行います。 
・情報処理教室等に設置のパソコンや周辺機器すべてに、NANO ACE（高密度光触媒コー 
ティング）による抗ウイルス・抗菌を施し、パソコンの間に遮蔽板を設置しています。 

 
（1）－２．オンライン授業 

・受講者数多数の一部科目（対象科目は社会情勢や感染状況に応じて適宜見直しを行いま
す）において、オンライン授業を実施する場合があります。対象となる科目は、担当教員
から授業開始日までにOTANI UNIPAを通じて、授業実施方法（同時双方向型、オンデ
マンド型、課題提示・提出型）について連絡があります。    

・2301 教室（2 号館）をオンライン授業の受講スペース（自習室）として準備しています。
自習室を利用する際は、各自でパソコン等を持参してください。パソコン等がない場合は、
情報処理教室（自由利用可能時間のみ）で受講してください。利用の際は、イヤホンまた
はヘッドホンを各自で準備し、必ず着用したうえで受講してください。 

 
（2）試験 

・定期試験は、学内での筆記試験・実技試験を行います。しかしながら、今後感染状況が拡
大した場合は学期の途中であっても、学内での筆記試験・実技試験実施を中止する場合が
あります。 

 
（3）その他 



・基礎疾患や持病があり、新型コロナウイルス感染症に感染した場合の重症化リスクの高い
学生へは、合理的な配慮を行います。該当する方は、指導教員及び教務課へ申し出てくだ
さい。 

 

◎授業・試験実施方法に変更が生じる場合は、決定後すみやかに OTANI UNIPA で連絡しま

す。そのため、OTANI UNIPA を毎日確認するようにしてください。 

 
以上 


